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早くも３月になり、本年度も終わりに近づいています。学年末考査が終了し、ほっと一息をついて

いると思います。この一年間を振り返り次年度への目標を立てる時期になりました。入学してから新
型コロナウイルス感染症の為に学習活動や学校行事に大きな影響がありましたが、ようやくコロナの
影響もなくなりつつあります。担任の先生方もこの状況に不安
を感じながらも、毎日みなさんの状況を見守っています。来年
度に向けての激励メッセージをいただきました。どの担任の先
生方も皆さんの健闘を期待しておられます。来年度は3年生とな
ります。就職や進学に向け、計画的に後悔しないように過ごし
ましょう。 

 Makers 

機械科 いよいよ皆さんは来月から３年生です。
高校３年生の１年間は、今後の人生を大きく左右
する重要な期間です。地味なこと、面倒くさいこ
とでも「自分のため」と思って取り組み、希望の
進路へ進んでいってください。期待しています！ 

担任 三好 涼太 

電気科 来年度は、自分の人生選択に関わる１年
と言っても過言では無いですが、進路選択に悩ん
でいる人も多いのではないでしょうか。そこで、
以下の３点についてお伝えします。 
１、過去を振り返る  
２、情報を仕入れる  
３、周りに相談する 
何だ当たり前のことじゃないか。と言われそう

な気もしますが、この３つには頭に共通の単語が
つきます。待っているだけでは何も起こりませ
ん。きっかけを作って進路と向き合う年にしてほ
しいと思います。 

担任 渡邉 哲平 

情報電子科 ２年生最後の定期考査も終わってしま
いました。進路に対して「迷ってます。」という返
事をよく聞きますが、決めなくてはならなくなっ
てきています。早く決めれば決めるほど準備の時
間をたくさん用意することができます。後悔の無
い選択のために時間を使うことも大切ですが準備
もない進路実現は困難さがあるかと思います。 

担任 平尾 典久 
 

 

環境エネルギー科 私たちは、何かを成し遂げよ
うと思ったとき、一人でできることには限界が
あります。より多くの人たちが手を取り合い、
協力していくことで、より大きな成功につなが
っていきます。そうした成功を呼び込むために
は、自らを磨き、その何かに誠実に向き合うこ
とです。また、私たちは、他人の考えや行動を
変えることは難しいのに、上手くいかないとき
他人のせいにしてしまいがちです。ですが、本
当に成し遂げたいなら、一番変わるべきは自分
かもしれません。そう考えれば、可能性は無限
大。3年生でのさらなる成長を期待しています。 

担任 亀井 隆也 

建設科 １月は行く、２月は逃げる、３月は去るの
言葉通り２年生も残り少なくなりました。進路の
決定が近づいてきています、焦らずじっくりと考
えて自分の将来「なりたい職業」・「なりたい大
人」を選択してください。進路室にはベテランの
先生方もおられますし、資料もいっぱいありま
す。遠慮しないでどしどし訪問・相談しましょ
う。春休み中でも学校が開いていれば大丈夫で
す。 

担任 勝部 展司 
 

  


